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シビアアクシデント（SA）解析コード MAAP を用いてソースターム不確実さ解析を実施し、ソースターム

に大きく影響を与えると同定されたエアロゾル動力学的形状係数、凝集形状係数について検討を行った。 
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1. 緒言 レベル 2PRA では依然多くの知見不足が含まれており、それによる不確実さを定量化又は低減する

ことがレベル 2PRA の高度化につながる。現象に対する知見が不十分のため、事故進展解析の入力条件に

おける現象関連のパラメータには不確実さが含まれている。本研究ではエアロゾル沈着挙動に関する重要

パラメータであるエアロゾル形状係数に着目し、レベル 2PRA 上重要なセシウムの（Cs）性質を踏まえた

不確実さパラメータの検討結果について報告する。 

2. エアロゾル形状係数の不確実さ検討 

2-1. 形状係数によるエアロゾル浮遊量への影響 動力学的形

状係数は重力沈降時の非球形と球形の形状比係数、及び凝集

形状係数は粒子衝突時の粒子の非球形性を表す係数である。

（表 1）MAAP における浮遊エアロゾルの重力沈降モデルによると、動力学的形状係数が増加するとエア

ロゾル粒子が非球形形状になり、流体抗力のため、重力沈降量が減少する。凝集形状係数が増加すると粒

子衝突が促進し、粒子が球形になるため、重力沈降量が増加する。これらの形状係数は過去のエアロゾル

粒径分布測定[1]から、相対湿度に依存することが明らかになっている。特に動力学的形状係数への影響は

顕著であり、SA 時の相対湿度の値から形状係数の範囲の同定が可能と考えられる。 

2-2. 代表的な SA 時の形状係数の範囲の同定 PWR プラン

トを対象に、MAAP コードを用いて、事故進展解析を実施

した。代表的なプラント損傷事象において浮遊エアロゾル

FPが発生し、沈降するまでの相対湿度の推移を分析した（図

1）。相対湿度の最大値付近では炉心溶融により、浮遊エア

ロゾルが増加している。最小値付近では重力沈降により、

浮遊エアロゾルは終息している。相対湿度の推移から形状

係数の同定を行った。 

3. 結言 ソースターム影響の大きい、エアロゾル動的形状係数と凝集形状係数の範囲について、相対湿度

の依存性から同定を行った。形状係数の浮遊エアロゾルへの影響を分析により明らかにした。今後は MCCI

等の別の不確実さ因子についても検討を行い、レベル 2PRA 高度化のために定量化を行っていく。 
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